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特許等の名称：送信機、その送信機から電波を受信する受信機およびそれらを

無線通信システム

デジタル無線通信

直交振幅変調方式において、復調時のデータ判別の誤りを軽減して通信容量を増
加させることができる変調方式を用いて無線通信を行なう無線通信システムを提供
することを目的とする。

本発明によれば、送信機が多くのデータを送信しても信号点間距離が長くなるため
に、復調時のデータ判別の誤りを軽減することができる。

送信機からは、Ｉ信号とＰ信号とにより直交振幅変調された搬送波にＰ信号によって
決定された値を乗算して垂直偏波信号と水平偏波信号との合成波が出力され、、受
信機において送信機からの合成波を復調するとき受信信号が示す信号点に最も近
い信号点を判別してＩ信号、Ｑ信号およびＰ信号を同時に復調している。


